
午
前
６
時
よ
り
機
庫
前
で
行

わ
れ
た
第
３
部
の
式
。
丸
山
裕

二
部
長
は
「
住
民
の
生
命
と
財

産
を
守
る
」
な
ど
と
決
意
を
表

し
、
倉
掛
及
び
夏
目
の
自
治
連

合
会
長
ら
が
祝
辞
を
述
べ
た
。

井
原
分
団
は
午
前
７
時
か
ら

井
原
小
学
校
体
育
館
で
、
同
10

時
か
ら
市
団
の
式
典
が
市
民
会

館
で
そ
れ
ぞ
れ
挙
行
さ
れ
た
の

に
続
き
、
午
後
１
時
よ
り
向
町

の
小
田
川
河
川
敷
で
勇
壮
に
一

斉
放
水
を
披
露
し
、
新
年
の
門

出
を
祝
っ
た
。

少
年
団
防
火
ク
ラ
ブ
な
ど
が

例
年
参
加
し
て
い
た
倉
掛
～
向

町
約
２
㎞
の
歩
行
パ
レ
ー
ド
は

取
り
止
め
と
な
っ
た
。

こ
れ
よ
り
先
の
１
月
４
日
、

平
成
27
年
決
算
案
、
同
28
年
予

算
案
の
審
議
会
が
倉
掛
夏
目
の

両
自
治
連
合
会
長
ら
が
出
席
し

て
行
わ
れ
、
原
案
ど
お
り
承
認

さ
れ
た
。
丸
山
部
長
は
本
年
、

Ａ
Ｅ
Ｄ
講
習
会
等
へ
の
協
力
を

明
ら
か
に
し
て
い
る
。

消
防
の
基
礎
的
な
技
術
向
上

を
目
的
と
し
た
井
原
分
団
消
防

操
法
訓
練
大
会
が
２
月
７
日
、

井
原
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
開

か
れ
、
自
動
車
ポ
ン
プ
操
法
と

小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
２
部
門
に

計
８
チ
ー
ム
が
出
場
し
た
。

各
部
と
も
に
出
初
式
以
後
、

寒
風
を
つ
い
て
行
っ
た
練
習
の

成
果
を
発
揮
し
よ
う
と
熱
の
こ

も
っ
た
操
法
を
繰
り
広
げ
た
。

結
果
、
小
型
ポ
ン
プ
操
法
は

昨
年
５
月
、
岡
山
県
消
防
操
法

訓
練
大
会
に
出
場
し
た
瀬
藤
慎

二
さ
ん
・
片
山
敬
悟
さ
ん
・
田

中
達
也
さ
ん
を
含
む
豪
華
メ
ン

バ
ー
で
臨
ん
だ
第
３
部
１
班
が

３
連
覇
を
達
成
。
同
２
班
も
健

闘
し
た
。
自
動
車
ポ
ン
プ
操
法

の
部
は
第
１
部
が
優
勝
し
た
。

市
団
の
操
法
訓
練
大
会
は
３

月
に
開
か
れ
、
優
勝
し
た
分
団

が
県
大
会
に
出
場
す
る
。

◇

◇

【
第
３
部
１
班
】

指
揮
者

瀬
藤

慎
二

１
番
員

田
中

達
也

２
番
員

和
原

賢
一

３
番
員

片
山

敬
悟

【
第
３
部
２
班
】

指
揮
者

塚
原

一
徳

１
番
員

井
上

浩
伸

２
番
員

片
岡

憲
一

３
番
員

増
成

智
也

サ
ロ
ン
あ
す
は
が
２
月
26
日

午
前
10
時
か
ら
、
つ
ど
え
～
る

で
本
年
度
最
後
の
ふ
れ
あ
い
交

流
会
を
開
く
。

今
回
は
ゲ
ス
ト
に
左
記
の
三

氏
を
招
く
予
定
で
、
参
加
を
呼

び
掛
け
て
い
る
。
無
料
。

①
講
演
「
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー

ト
」
社
労
士

妹
尾
悟
氏

②
サ
ッ
ク
ス
演
奏

中
西
準
氏

③
歌
声
喫
茶
「
み
ん
な
で
う
た

い
ま
し
ょ
う
」
ピ
ア
ノ
伴
奏

佐
々
木
典
子
氏
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（１）

〈発行 所〉

倉 掛 自 治 連 合 会

井原市井原町倉掛

会長／細羽正敏

〈編 集〉

倉 掛 自 治 連 合 会

倉 掛 少 年 団 育 成 会

消防井原分団第３部

小型ポンプ操法へ２組８人出場

ゲ
ス
ト
に
三
氏

招

き

交

流

会

サ
ロ
ン
あ
す
は

井原分団消防操法訓練大会

部 長 丸山 裕二（倉掛）

副部長 片山 敬悟（夏目）

会 計 瀬藤 慎二（倉掛）

会 計 塚原 一徳（夏目）

消防班長 井上 浩伸（夏目）

厚生班長 増成 智也（夏目）

機械班長 片岡 憲一（倉掛）

水源班長 西山 喬士（夏目）

組 長 田中 達也（倉掛）

団 員 今井 豊（倉掛）

団 員 竹内 誠（夏目）

団 員 川相 智正（夏目）

団 員 松本 大（夏目）

団 員 田中 利樹（倉掛）

団 員 松井 淳（夏目）

団 員 三嶋 紀之（倉掛）

団 員 妹尾 英明（夏目）

団 員 翁 良輔（夏目）

団 員 和原 賢一（夏目）

団 員 立石浩四郎（夏目）

※カッコ内は関係地区

平
成
28
年
井
原
市
消
防
出
初
式
が
１
月
17
日
に
挙
行
さ

れ
、
倉
掛
と
夏
目
を
管
轄
す
る
地
元
井
原
分
団
第
３
部
も
早

朝
よ
り
各
行
事
に
臨
ん
だ
。

井 原 市
消防出初式

第
３
部
は
丸
山
部
長
が
指
揮

第３部今年も優勝

Ｑ

会
長
職
を
含
む
６
期
12
年
の
自
治

会
活
動
を
今
期
で
引
か
れ
る
予
定
と

聞
い
て
お
り
ま
す
が
…
。

Ａ

倉
掛
の
皆
様
に
は
大
変
お
世
話
に

な
り
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

Ｑ

昨
年
度
は
Ａ
Ｅ
Ｄ
講
習
会
、
本
年

度
は
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
と
新
し
い
取

り
組
み
も
あ
り
、
12
月
に
は
倉
掛
文

化
祭
も
開
催
さ
れ
ま
し
た
…
。

Ａ

地
域
の
課
題
を
見
つ
け
、
そ
れ
を

解
決
に
導
く
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
今

や
常
套
手
段
で
す
。

Ｑ

２
月
～
３
月
に
か
け
て
も
う
一

回
あ
る
と
聞
い
て
い
ま
し
た
が
…
。

Ａ

協
力
い
た
だ
い
て
い
る
地
元
Ｎ
Ｐ

Ｏ
の
都
合
で
中
止
と
な
り
ま
し
た
。

Ｑ

本
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
友
愛
・
愛

育
の
役
割
を
、
輪
番
制
で
各
自
治
会

長
へ
お
願
い
さ
れ
た
件
は
、
き
ち
ん

と
機
能
し
ま
し
た
か
？

Ａ

そ
う
と
も
い
え
な
い
状
況
で
す
。

Ｑ

見
直
し
が
必
要
と
い
う
こ
と
で
し

ょ
う
か
？

Ａ

新
し
い
仕
組
み
づ
く
り
は
、
住
民

集
会
と
か
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
十
分

に
話
し
合
う
こ
と
が
必
要
だ
っ
た
よ

う
に
思
い
ま
す
。

Ｑ

次
年
度
連
合
会
役
員
の
舵
取
り
に

は
、
注
目
が
集
ま
る
と
同
時
に
期
待

も
大
き
い
と
思
わ
れ
ま
す
が
…
。

Ａ

私
も
顧
問
と
し
て
可
能
な
範
囲
で

協
力
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

倉掛自治連合会

会長 細羽正敏

「お世話になりました」
Ｑ
＆
Ａ

第

３

部

団

員

名

簿

きびきびと操法を行う第３部２班の選手



倉
掛
少
年
団
入
退
団
式
が
２

月
21
日
、
つ
ど
え
～
る
で
開
か

れ
約
50
人
が
出
席
し
た
。

皆
勤
者
表
彰
に
続
い
て
、
江

草
守
育
成
会
長
が
「
皆
様
の
ご

協
力
の
お
か
げ
で
大
過
な
く
１

年
を
終
え
る
こ
と
が
で
き
た
」

と
挨
拶
。
退
団
す
る
６
人
が
３

年
間
の
思
い
出
作
文
を
読
み
上

げ
た
。

入
団
式
で
は
平
成
28
年
度
育

成
会
の
丸
山
剛
会
長
が
「
新
団

員
の
皆
さ
ん
は
不
安
も
あ
る
と

思
い
ま
す
が
、
一
緒
に
頑
張
り

ま
し
ょ
う
」
と
励
ま
し
、
新
三

役
を
紹
介
。
入
団
す
る
３
年
生

５
人
に
真
新
し
い
オ
レ
ン
ジ
色

の
団
帽
を
授
与
し
た
。

倉
掛
自
治
連
合
会
が
２
月
７

日
、
兵
庫
県
赤
穂
市
や
日
生
方

面
へ
の
１
日
研
修
会
を
実
施

し
、
関
係
者
18
人
が
親
睦
を
深

め
た
。

一
行
は
午
前
８
時
に
つ
ど
え

～
る
を
出
発
し
、
一
路
赤
穂
城

へ
。
城
内
に
あ
る
大
石
神
社
で

記
念
撮
影
を
済
ま
せ
、
昼
食
は

カ
キ
料
理
で
知
ら
れ
る
「
牛
窓

レ
ス
ト
ラ
ン
Ｕ
Ｏ
Ｕ
Ｏ
」
へ
。

帰
り
は
井
原
市
と
関
わ
り
の

深
い
サ
ッ
ポ
ロ
ビ
ー
ル
㈱
岡
山

ワ
イ
ナ
リ
ー
を
見
学
し
た
。

郷
社
足
次
山
神
社
で
２
０
１

６
年
元
旦
の
未
明
、
越
年
祈
願

祭
及
び
新
年
祈
願
祭
が
執
り
行

わ
れ
、
竹
灯
篭
の
灯
り
が
参
道

を
照
ら
す
中
、
多
く
の
住
民
ら

が
初
詣
に
訪
れ
た
。

参
詣
者
を
も
て
な
そ
う
と
倉

掛
地
区
有
志
に
よ
る
汁
粉
や
お

で
ん
の
無
料
サ
ー
ビ
ス
が
今
年

も
行
わ
れ
、
お
焚
き
火
の
周
り

で
新
年
の
挨
拶
を
交
わ
し
な
が

ら
味
わ
っ
て
い
た
。

１
月
31
日
に
は
、
厄
除
け
祈

願
祭
が
執
り
行
わ
れ
た
。
山
室

晶
史
宮
司
に
よ
る
第
１
回
目
の

神
事
は
午
前
10

時
か
ら
始
ま

り
、
代
理
出
席
を
含
む
厄
年
の

氏
子
ら
５
人
が
お
祓
い
を
受

け
、
無
病
息
災
を
祈
っ
た
。
今

年
の
厄
祓
い
は
約
30
人
の
申
込

み
が
あ
っ
た
。

郷
社
ま
つ
り
二
日
前
の
４
月

２
日
午
前
８
時
よ
り
、
境
内
の

一
斉
清
掃
と
祭
典
準
備
が
行
わ

れ
る
に
あ
た
り
、
足
次
山
神
社

総
代
会
が
広
く
協
力
を
呼
び
掛

け
て
い
る
。

昔
か
ら
倉
掛
と
夏
目
の
住
民

に
と
っ
て
、
４
月
の
郷
社
ま
つ

り
と
10
月
の
秋
季
大
祭
の
二
日

前
に
実
施
し
て
き
た
清
掃
作
業

は
最
優
先
行
事
だ
っ
た
。
し
か

し
、
近
年
は
作
業
に
参
加
す
る

人
が
減
り
、
関
係
者
に
と
っ
て

は
悩
み
の
タ
ネ
。

地
元
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
一
人
は
「
清

掃
の
呼
び
掛
け
は
無
論
大
切
。

足
次
山
神
社
が


足

の
神
様

で
あ
る
こ
と
を
知
ら
な
い
人
は

多
い
。
郷
社
を
発
着
点
と
し
た

定
期
的
な
健
康
ウ
ォ
ー
ク
の
開

催
な
ど
、
活
性
化
対
策
に
も
期

待
し
た
い
」
と
話
し
て
い
る
。
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2/28  河原の草刈り焼却（小田川）
3/ 4  ありがとう！ ボランティア

交流会 ゲスト：露木茂氏
山岡優子さん（市社協主催）

3/ 5  有機野菜講演会 ※無料
やさい塾主催 地場産５Ｆ

3/ 6  井原分団第３部試運転日
3/ 6  井原線ＤＥ得得市
3/ 6  全国健康マラソン井原大会
3/12  資源の日 7:30～9:00

古紙古着・廃食油回収
3/12  倉掛自治会決算総会
3/15  市内中学校卒業式
3/18  市内小学校卒業式
3/19  協働のまちづくり市民推進シ

ンポジウム ※無料

（アクティブライフ）
3/20  欅の杜 杜の市 （門田町）

毎月第３日曜日開催
9：00～12：30

4/ 2  郷社一斉清掃 8：00～
4/ 4  郷社まつり
- - - - - - - - - - - - - - - - - -
※倉掛パソコンクラブ（つどえ～る）

土曜日13:30～ 日曜日9:30～

◆ 行 事 予 定 ◆

郷
社
足
次
山
神
社
＆
Ｎ
Ｐ
Ｏ

「
清
掃
作
業
に
ご
協
力
を
」

「
足
に
絡
め
た
イ
ベ
ン
ト
を
」

竹灯 篭設置や 無料サー ビス

倉 掛 ほ っ と 情 報

井原市市民活
動センター・つ

どえ～るへ来年

度上旬、井原市
社会福祉協議会

の推進している

赤羽根カフェが

オープンする見
通しとなった。現在、井原市内には１３のカ

フェが出来ており、井原町内では井原公民館

及び本町に続いて３カ所目となる。

同施設の指定管理団体関係者は「カフェの
スペースは１階の南側部分をあて、気軽に出

入りしていただける雰囲気づくりに努めた

い。毎日型にするか、週３回程度がいいのか
検討中。８年越しの実現になりそうです。運

営については実績の確かな登録団体やボラン

ティアと相談したい」と話している。

■つどえ～るにカフェ？

研
修
会
へ
18

人
参
加

倉
掛
少
年
団
入
退
団
式

厄
除
祈
願
祭
は

30
人
が
申
込
み 倉掛自治連

初
詣
客
へ
温
か
い
汁
粉
や
お
で
ん
を

振
る
舞
う
倉
掛
の
有
志

厄
年
を
無
事
に
乗
り
切
れ
る
よ
う
に

と
祈
る
氏
子
ら

郷
社


